
図1　マルチIMUの上にカメラを固定してカメラがどちら
を向いているかを測定する
画像表示はPC

写真1　カメラの向いている方角（角度）も撮影と同時に記録できる
カメラの向きを変えると角度表示が変わり，どちらを向いていたのか正確にわかる

図2　今回画像表示に使ったPCへの
Spresenseからのデータ伝送フォーマット
エラー・チェック容易化のため数値をテキ
ストで送っているが，バイナリで送るよう
設計変更すれば，ほぼ2倍の速度にできる
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　SpresenseのマルチIMUボードをほかのデバイス
と組み合わせて用いることができます．撮影した方
向（角度）を記録できるカメラを製作しました．

製作…IMUで
撮影した方角がわかるカメラ

● 作成するカメラの機能
マルチIMUアドオン・ボード（以降，IMUボード）

とカメラの両方を使って，カメラの向きも表示するよ
うにしてみました．ハードウェアは図1のように
SpresenseにIMUボードを取り付け，その上にカメラ
を貼り付けました．撮影画像の表示は，USBケーブ
ルを介してつながったPCで行うことにしました．液

晶モジュールを使ってもよいですし，拡張ボードを使
ってSDカードに記録するようにしてもかまいません．
　実際に動かしてみた様子が写真1です．PC上に表
示された画面をキャプチャしたものです．画面の上に
3軸の角度が表示され，カメラを動かすとその数値が
変わり，どちらを向いているのかが正確にわかります．
　今回は，Spresense－PC間の通信プロトコルを簡易
なものとし（図2），USBシリアルも115200 bpsとして
いるため，320×240 pxで0.1～0.3 fpsくらいのフレー
ム・レートしか出ていません．しかしその改良は容易
ですし，液晶表示にすれば軽快に動かせるでしょう．

プログラミングのポイント

　IMU撮影方角付きカメラのプログラミングにおけ
る最も重要なポイントは，IMUの読み取りおよび出
力の積分と，カメラの読み取りおよびシリアル出力を，
それぞれ並列ないし並行に動作させることです．画像
伝送を行っている間（この作例では実行時間の大半を
占める）に角度計測が止まる作り方ではうまく動きま
せん．
　このため，今回は両処理を別々のスレッドで走らせ
ることにしました．しかし，もっと確実/厳密に並列
化したい場合には，明示的にマルチコア化したプログ
ラミングをするほうがよいでしょう（1）．

今回は気にしませんでしたが，通常，そのように並
列動作を行う場合には，スレッドないしプロセスの間

PC上に画像と撮影した方向を3軸の角度で表示する

マルチIMUで撮影方角がわかるカメラの製作
森岡 澄夫 Sumio Morioka
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